
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 8,481,262 8,481,262

交付金額 8,481,000 8,481,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業により適正な道路維持管理と交通安全の確保ができた。また、令和５年
度の古堅自治会予算資料で土地の借地料が軽減されていることが確認できたこと
から、次年度以降の古堅自治会の経済的負担の軽減に寄与することができたと評
価できる。

【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
・事業説明会にて「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」（防衛省と地域社会
との協力を象徴するエンブレムの掲示も含む。）である旨を周知済み。

今後も村道の維持管理に努める。

無

事　　業　　評　　価　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

古堅差門原地区道路整備事業用地買収

読谷村長

読谷村字古堅地内

当該地区は、終戦後の土地回帰、復興の集落形成事業で地域による区画や道路の
形成が行われてきた地区である。
集落内道路の形成については、1953年（昭和28年）から現在まで古堅自治会が地
権者から土地の賃借により管理されてきており古堅自治会の経済負担になってい
る。
本事業では、集落内道路を村道として用地取得することにより、村道の適正な維
持管理と通行時の安全確保、古堅自治会の負担軽減を目的とする。

用地買収　宅地　6筆　A=507.86㎡

令和５年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 13,937,000 18,807,800 47,300,000 13,831,400 45,626,700 139,502,900

交付金額 13,500,000 18,500,000 46,000,000 13,831,000 44,213,000 136,044,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業において、流末処理が未整備だった排水施設を整備後、周辺地域での冠水や公衆衛
生上の問題等が発生していないことを確認できたため、地元住民が安全・安心に生活できる
環境が図られたと評価できる。
　
【地域住民への周知の実施状況】
 １）村ホームページへ掲載済
 ２）工事看板へエンブレムの記載済（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレム）

今後も排水施設の維持管理を適正に行っていく。

無

事　　業　　評　　価　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

渡具知地内排水路整備工事

読谷村長

読谷村字渡具知地内

　現在、当該地区は排水施設の流末が未整備であり、周辺地域での冠水や公衆衛生上の問題
等が発生することが懸念され、早急に整備を行う必要がある。
 このことから、本事業により排水路を整備することによって、地元住民が安全・安心に生活
できる環境を確保するものである。

実施設計　一式

整備工事　排水路　L=405m

令和元年度～令和５年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和5年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,429,800 3,429,800

交付金額 3,329,000 3,329,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業によりキャスター付きの会議用テーブルを整備することで利用者の利便性向上を
図ることができた旨を施設利用者へのアンケート調査を通して確認し、成果の目標が達成
できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
・村ホームページと村広報誌へ掲載済。
・購入備品に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」（防衛省と地域社会との協力を
象徴するエンブレムの掲示も含む。）である旨をシール貼付済。

　購入備品の適正な管理を行うととともに、今後も村民の安定的な健康増進・福祉活動が
図れるよう運用していく。

無

事　　業　　評　　価　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

老人福祉センターセーラ苑備品購入

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　老人福祉センターセーラ苑は、老人クラブのサークル活動や葬儀としての使用など、高
齢者の福祉活動の拠点として多くの村民に活用されているが、下記の課題が生じてい
る。

・既存の会議用テーブルは、重くキャスターが付いていないことから、高齢者にとって持ち
運びに負担がかかっている状況である。
・既存の祭壇は、経年劣化が著しいため全体的な取替が必要な状況である。
　
以上の課題改善に向け、本事業で備品購入することで、村民の安定的な健康増進・福祉
活動の展開に寄与することを目標とする。

会議用テーブル30台、葬儀用祭壇一式

令和５年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度 令和5年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,850,000 35,475,000 39,325,000

交付金額 3,850,000 35,452,000 39,302,000

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業において、経年劣化したトイレ設備や外壁塗装、音響設備等を改修したことによ
り、施設利用者が安定的な福祉活動の促進が図られたと評価できる。
　また、改修から１年経過した中で不具合はなく、本事業により村民の安定的な健康増
進・福祉活動が向上したと評価する。

今後も、施設の維持管理を適正に行う。

無

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知

の実施状況
【地域住民への周知の実施状況】
 １）村ホームページへ掲載済
 ２）村広報誌（令和6(2024)年6月号）へ掲載済
 ３）工事看板へエンブレムの記載済（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレム）

事　　業　　評　　価　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

老人福祉センターセーラ苑改修工事

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　老人福祉センターセーラー苑は、整備後22年が経過し、現在、経年劣化による外壁塗
装の剥離や亀裂、電気設備の不具合による漏電などにより、施設運営に苦慮している状
況である。
　このことから、本事業により、老朽化した施設の改修をすることで、村民の安定的な健康
増進・福祉活動の展開に寄与することを目標とする。

実施設計　一式
改修工事　外壁塗装等工事　一式

令和４年度～令和５年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実

施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業において、分筆測量を行い、土地所有者から用地境界の同意を
得て地積測量図を作成できたことにより、適正に地積確認が行えたと評
価できる。

【地域住民への周知の実施状況】
　村ホームページ及び分筆測量説明会において掲載・周知済（防衛省と
地域社会との協力を象徴するエンブレム）

今後も、道路整備計画に基づき、適切に用地取得を実施する。

無

0

基金処分額 23,111,000 48,444,000 71,555,000

基金残額 48,444,000 0

計 71,555,000 0

0

運用益 0 0 0

市町村費等 0 0

令和４年度～令和５年度

事業費及び交付金額

令和４年度 令和５年度 計

交付金額
71,555,000 0 71,555,000

71,555,000

土地分筆測量　２７６筆

事　　　業　　　評　　　価　　　書

波平平石原他西南地区道路整備分筆測量

読谷村長

読谷村字波平地内

　当該地区は、読谷補助飛行場返還軍用地の跡地利用として、地元から
の要望も踏まえ都市計画決定された田園住宅地区を形成するため、県道
６号線や村道中央残波線と接続し、安全性、利便性の高い道路網の設計
成果をもとに道路用地取得に向けた分筆測量を行う。


